











 第一節 シティズンシップ論の前史 
  （一）抵抗権 
  （二）性格論 
 第二節 Ｔ・Ｈ・グリーン 
  （一）義務と権利 
  （二）主権論 
  （三）永遠意識の形而上学と積極的自由概念 
  （四）抵抗権と抵抗の義務 
  （五）忠実な臣民と知的愛国者 
 小括 
第二章 バーナード・ボザンケ――自己統治のパラドックスと実在意志の観念 
 第一節 自己統治のパラドックス 
  （一）グリーンとの距離 
  （二）第一印象理論――ベンサム、ミル、スペンサー 
  （三）社会契約論――ホッブズ、ロック、ルソー 
 第二節 実在意志論 
  （一）国家と社会の区別 
  （二）個人の自由と国家の限界 
  （三）「義務」と「権利」の表裏一体化 
 第三節 シティズンシップと政治参加 
 小括 
第三章 Ｌ・Ｔ・ホブハウス――形而上学的国家論批判と進歩の形而上学 
 第一節 自由主義的社会主義 
  （一）古典的自由主義――マンチェスター学派、ベンサム、ミル 
  （二）社会立法と能動的シティズンシップの涵養 
 第二節 形而上学的国家論批判 
  （一）理論と実践 
  （二）意志の複数性と多元的国家論の萌芽 
  （三）二つの社会主義批判 
 第三節 客観主義的権利論と進歩の形而上学 
  （一）客観主義的権利論 
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  （二）社会的結合の発展史 
  （三）調和への進歩 
 小括 
第四章 1920年代のハロルド・ラスキ――多元的国家論と権力の広範な分配 
 第一節 国家主権論批判 
  （一）一元的国家論批判 
  （二）多元的国家論と自由概念 
  （三）〈多元主義時代〉における権力の広範な分配 
 第二節 自由論の哲学的前提とペシミスティックな権力観 
  （一）多元的宇宙と自由 
  （二）反抗の義務 
  （三）権力観 
  （四）〈フェビアン主義時代〉における権力の広範な分配 
 第三節 調整権威としての国家 
 小括 
第五章 1930年代のハロルド・ラスキ――階級なき社会の実現とユートピア批判 
 第一節 多元的国家論の自己批判 
  （一）自由主義的国家論批判と多元論の目的の包摂 
  （二）マルクス主義受容の背景となった政治的経験 
 第二節 1930年代における多元的国家論の継続 
 第三節 マルクス主義受容と深化する思慮なき服従論 
  （一）労働者階級の思慮なき服従 
  （二）自由主義興隆の歴史的背景 
  （三）社会主義の登場と労働者階級 
  （四）民主主義、資本主義、ファシズム 
 第四節 唯物史観批判とユートピア批判 
 小括 
第六章 1940年代のハロルド・ラスキ――同意による革命と計画民主主義 
 第一節 同意による革命 
  （一）好機としての第二次世界大戦 
  （二）ロシア革命に対する評価 
  （三）政治的民主主義と社会的民主主義 
 第二節 計画民主主義 
  （一）「計画」とは何か 
  （二）計画民主主義における個人の自由 

















































































































































































































































































































































































































































（Isaac Kramnick and Barry Sheerman, Harold Laski: A Life on the Left (Hamish  
Hamilton, 1993）; Michael Newman, Harold Laski: A Political Biography (Macmillan, 
1993))ほか、比較的最近では Peter Lamb, Harold Laski: Problems of Democracy, the 
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